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巻頭言 

リアルオプションの実用化と本学会の使命 
 

大野 高裕 
（日本リアルオプション学会会長・早稲田大学理工学術院） 

 

リアルオプションという言葉が登場した

のは 1977年MIT教授の S.C.Myersの造語に

端を発すると言われております。そしてリ

アルオプション研究が盛んになり始めたの

は 1990 年代あたりからですので、すでに誕

生してから 35 年、多くの研究者が取り組み

始めてから 20 年余と、だいぶ歴史的にも年

輪を刻みつつあるという印象を受けます。

リアルオプションの誕生から本格的に研究

が盛んになるまで約 15 年を費やしている

わけですが、リアルオプションが産業界で

本当に実用化され、特に経営者の意思決定

に本格的に役立つまでには、あとどれ位の

年数がかかるのでしょうか？ 

リアルオプションの源流ともいえる金融

工学のルーツはご存知のとおり、マーコビ

ッツのポートフォリオ理論です。これに関

する彼の最初の論文は The Journal of 

Finance に 1952 年掲載されています。そし

て 1970 年代にはデリバティブをはじめと

する金融工学の華々しい研究成果が次々と

生み出されました。1980 年代にはそうした

研究成果が金融商品として金融業界の実務

に提供され、実際、社会に役立つ成果を得

て現在に至っています。マーコビッツから

研究が本格化するまで約 15 年、そして実業

界に活用されるようになるまで、25 年から

30 年ほどかかっています。 

この金融工学の歴史経過をリアルオプシ

ョンに重ね合わせれば、おそらくこれから

5 年から 10 年でリアルオプションは実用化

の時代に入るのではないかと予想されます。 

しかし、ただ放っておいて自然と実用化

の道が開けるわけではありません。 

現在のところ、率直に言えばまだまだ産

業界で経営者の意思決定に日常的に利用さ

れるには、モデルが抽象的過ぎて、また前

提条件も多いために、即座に実用に供され

るのはなかなか難しいかと思います。しか

し、これまで人類の歴史上、経営者はずっ

と個人的な卓抜した才能と経験と勘で経営

意思決定を行ってきました。これに歴史的

な大転換を与える科学的客観的な経営意思

決定を支援する一大ツールがリアルオプシ

ョンであろうと思っております。それを現

実のものとするためには、実用化できるモ

デルの開発に注力する研究を進めていくこ

とが必要ではないかと考えます。 

日本リアルオプション学会は 2006 年に

設立され、今年で 7 年目に入ります。リア

ルオプション分野に専門特化した学会とい

うのは世界的にも珍しく先端的であると聞

いております。これまで数々の研究論文や

研究発表を発信し、大きな学術的貢献を果

たしてきました。今後も純粋にアカデミッ

クな側面でも貢献することはもちろんです

が、今後はリアルオプションの実用化開発

に向けた本格的な取り組みを行うことも本

学会の社会的責務の一端ではないかと考え

ているところです。 
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学会だより 

イベントの協賛 

 本学会は、その研究テーマ・領域の隣接する諸学会の研究発表大会を協賛し、また、私たちの

学会の研究発表大会も、協賛をいただいております。以下、ご紹介いたします。 

 

 第１４回 日本感性工学会大会 
開催期間：2012 年 8月 30（木）・31（金）・9 月 1日（土） 
会場：東京電機大学 東京千住キャンパス （東京都足立区千住旭町 5 番） 
大会テーマ：「心に響く価値づくり」 
大会ページ： http://www.facebook.com/events/378141075568037/ 

 

 ACMSA2012： Asian Conference of Management Science and Applications 
September 7-10, 2012, Jiuzhaigou-Chengdu, Sichuan, China 
Organized by: Asian Association of Management Science and Applications  

ウェブサイト：http://www.aamsa.org/ 

 

編集後記 

本誌「リアルオプションと戦略」No.4 は、紙媒体で刊行する予定でありましたが、予算的
に厳しい面があり、このような電子版として、ウェブサイトからダウンロードしていただく
形を取らせていただきます。著者の皆様からの原稿が寄せられてから、刊行にいたるまで、
たいへん、時間がかかりましたことをお詫びいたします。インターネット時代が急速に進展
しつつあり、会員の皆様への速報的なニュースや記事等は、やはり、デジタル空間で、お伝
えするのが最適であるのかな、と感じつつ、編集作業をいたしました。（内、服部、高森） 
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